
有害物質を含む製品（蛍光ランプ）のリサイクル事例

　蛍光ランプに電流を流すと電極部より放出される熱電子が蛍光ランプ内に封入さ

れている水銀原子に衝突して紫外線を発生させ、この紫外線が蛍光ランプ内面に

コーティングされている蛍光体に吸収され可視光線を発光する。

　このため、水銀がないと蛍光体を発光させることが出来ないので、蛍光ランプに

は水銀が必要不可欠な物質である。

　メーカーは水銀の削減に取組んでおり、昭和５０年頃４０ｗタイプで５０ｍｇで

あったものが１０ｍｇ以下にまで削減されている。

　蛍光ランプのリサイクル施設は北海道以外にも、神奈川県、兵庫県、福岡県、長

崎県内などでも稼動しており、事業者や自治体から蛍光ランプ専用容器で運搬され、

破砕、洗浄、選別、ばい焼などの処理によりガラスカレット、水銀などに再資源化

されている。

使用済み蛍光ランプの処理・処分ルートの概要（平成１２年）

　（注）年間排出量は最新の

　　　　平均単位重量による。

年間排出量

60.0千ｔ

家庭向け　　38.0千ｔ

事業者向け　22.0千ｔ

外管ガラスリサイクル

水銀回収リサイクル

3.4千ｔ

1.6千ｔ

55.0千ｔ

そのまま安定型埋立

（少量水銀固形化

管理型埋立）



リサイクルフローの例
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